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芽室町農業振興計画策定検討会議 第２回全体会議 会議録 

令和 3年 3月 29 日（月）16:30～16:50 

めむろーど 2階セミナーホール 2号 

 

委員会 出席委員（6名）  

宇野 克彦 委員長 、 橋本 正彦 副委員長 、 川東 浩幸 委員 、 島部 亨 委員 、 

西村 直樹 委員 、 堀内 正洋 委員（代理出席:大嶌 政博 主査） 

 

部会長 出席部会長（5名） 

堀 文宏 基盤整備部会長 、  坂東 隆幸 経営部会長、 児玉 康博 環境保全部会長、 

山上 美樹彦 担い手対策部会長 、 鈴木 由加 新戦略部会長 

 

事務局 

手島町長、佐々木農林課長、佐藤農業委員会事務局長、佐々木農林課長補佐(兼)農林係長、 

水野農林係主事、 

 

１ 開会 

   佐々木農林課長より開会時に新型コロナウイルス感染対策として、少人数かつ短時

間での開催とした旨を説明した。 

 

２ 計画書手交 

   手島町長から出席者を代表して宇野委員長に芽室町農業振興計画 2021 とその概要版

を手交した。 

 

３ 町長挨拶 

   手島町長より令和元年８月の第１回会議から１年８カ月にわたり、本町の基幹産業

である農業を振興する計画策定に際し、検討会議に４６名もの参画をいただき、貴重な

御提言を賜ったことで、とても良い計画となったことにお礼を申し上げた。 

 

４ 報告事項 

佐々木課長：それでは、次第４の報告事項について事務局から説明をさせていただく。 

事務局：農林課課長補佐(兼)農林係長の佐々木から、資料についての御説明をさせていただ

く。 

 

 お手元の芽室町農業振興計画 2021 概要版を使用して簡単に御説明するので１ページを御

覧いただきたい。 
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 「１ 農業振興計画の策定について」の「１ 策定の趣旨」は、本町の基幹産業である農

業を取り巻く環境は、多様な課題や外的要因への対応が求められる厳しい状況が続いてい

ることから、本町においても国や北海道の方針に沿った中で農業を取り巻く環境の変化へ

の対応は必須である。 

このため、芽室町総合計画に掲げる農業施策を推進するための取り組みについて、本町農

業の課題と強みを深く掘り下げて検討し、芽室らしさを打ち出した計画を策定することで、

「農業王国めむろ」が有する国内有数の食料基地としてのポテンシャルを存分に発揮でき

るよう取り組みを進めていく必要がある。 

これらを踏まえ、農業者、関係機関・団体、消費者、行政が対話を重ねた信頼の醸成の基、

チーム芽室として互いに連携し、農業の現場で一層効果が高まる計画を策定したもの。 

 

次に「２ 計画の性格」は、本計画は、芽室町が農業分野で目指すべき基本方針とその実

現に向けた政策を実現するための目標と施策を示すものであり、同時に、国や北海道が示す

指針を踏まえつつ、「第５期芽室町総合計画」を上位の計画として位置づけ、町の農業や食

育に関する基本構想や個別計画、国及び北海道の農業関係計画のほか、「芽室町都市計画マ

スタープラン」やＪＡめむろの「第８次芽室町農業振興５カ年計画」等関連計画との調整、

整合を図っている。 

２ページに進みまして、関連計画との関係については、相関図により判り易く図示してい

る。 

 

次に「３ 計画期間」は、本計画の計画期間を令和３年度から令和１０年度までの８年間

としているが、中間年である４年後の令和６年度を目処に計画内容を精査し、必要に応じて

見直しを実施する。 

 

 次に「４ 策定の体制」は、本計画の策定にあたって設置した農業者や有識者、関係団体、

公募町民など４６名が参画した本検討会議により、町が計画原案をつくる際や素案化する

際の「専門的知見」や「町民意見」の反映の一環として、町が提示した施策案等に対する検

討や助言を行っていただくなど、幅広い議論が行われ、本計画に反映している。 

 

 次に「５ 計画の進行管理」は、本計画を推進するために取り組む施策については、毎年

度、芽室町農業再生協議会により、進捗状況の把握及び必要とされる検討と調整を図り、よ

り効率的に効果を発揮するものとする。 

 

 ３ページに進み、 「２ 芽室町農業の現状」は、本町が高品質な農畜産物を供給する日

本有数の食料生産基地となっており、栽培されている主要作物と展開されている主な農業

経営形態を示している。また、高収益作物の導入により積極的に農業所得の増加を図ること
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で、基幹産業である農業の関連産業を含めて地域経済の循環とその発展に大きく寄与して

いることを記載している。 

なお、概要版では省略しているが、計画書の本文では、「２ 芽室町農業の概況」として、

本町農業における近年の基礎的数値の推移について、グラフを用いて簡潔に解説している。 

 

 次に「３ 計画の施策体系と指標」の「１ 計画の施策体系」では、計画の示す将来像を日

本有数の農業生産を誇る本町農業が持続可能な発展を続けていく意味を込め、「みんなで創

り 未来へつなぐ 地域の誇り『農業王国めむろ』」とし、併せてこれをサブタイトルに標記

している。この概要版ではサブタイトルの意味を判り易く示すために図解している。 

 ４ページに進み、 サブタイトルとした将来像の実現に向け、本町農業の実情を踏まえ、

その特徴と強みを活かした農業振興策を推進するため、国内有数の産地がひしめく十勝の

中にあっても地域の誇りとなる農業の将来像を描き、その実現に向けた施策と連動して展

開する事業を体系として定めて記載している。 

 

 次に「２ 目標とする指標」は、 計画策定に向けた議論の中で抽出した本町農業の課題

を解決し、本計画を達成するために１２項目の指標を中間年と目標年の２段階で設定して

いる。 

 

 ５ページに進み、「４ 施策の基本方向と事業展開」は、 これまで実施してきました本検

討会議における部会の検討状況、委員会の御提言に加え、町議会総務経済常任委員会、ＪＡ

めむろからの意見等を踏まえた検討内容を反映させ策定している。 

なお、概要版では省略しているが、計画書の本文では、各取組に連動する町の事務事業を

表記することで、既存の町農業施策との関係を明示した。 

 

基盤整備部会での検討項目を「基本方向１ 農業生産基盤整備の促進」（P11～P15）とし

ている。 

ここでの主なポイントは、 

・持続性の高い農業生産を行うために不可欠な環境保全型農業の実践として、「耕畜連携に

よる堆肥施用の推進。」 

・農作物が健全に育つ環境づくりに必要な「適正な輪作体系を維持するため、てん菜作付け

の支援策を推進。」 

・農業の生産性向上を目的とした「土地改良施設及び農業用水施設の整備促進と老朽化に対

応した適正な維持管理。」 

・農業生産性の向上及び農業構造の改善を実現する「農地の基盤整備と畑地かんがい施設整

備の推進」。 

が挙げられる。 
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次に、経営部会での検討項目を「基本方向２ 経営力強化への支援」（P16～P19）として

いる。 

ここでの主なポイントは、 

・農業ＩＣＴ化推進と広く農村振興に資する取り組みとして、「光回線ケーブルの整備を実

施」。 

・芽室の農畜産物の安全性やブランド力をＰＲして消費者を国産指向にする取組により、

「ＪＡめむろの販路拡大を支援」。 

・本町農業が持続的に発展するため、担い手の大部分を占める「中小家族経営を念頭に置い

た経営支援の実施。」 

が挙げられる。 

 

次に、環境保全部会での検討項目を「基本方向３ 農業被害の防止と農村環境の保全」

（P20～P23）としている。 

ここでの主なポイントは、 

・風害防止や良好な農村景観の形成等を目的とした「耕地防風林の造成支援及び幹線防風林

整備計画に基づく管理の実施。」 

・土地改良施設の維持と農村環境保全の担い手である環境保全組合への支援。 

・生息域が拡大するアライグマと農業被害が深刻なエゾシカに対する捕獲等対策の強化。 

が挙げられる。 

 

次に、担い手対策部会での検討項目を「基本方向４ 多様な担い手の育成と確保」（P24～

P32）としている。 

ここでの主なポイントは、 

・農村振興を意識した「中小家族経営に配慮した農業後継者の配偶者確保対策の実施。」 

・農村地域の活性化につながる「農業後継者及び新規参入者など多様な担い手の育成と確保

に向けた対策の実施。」 

・労働力不足解消に向けた「雇用労働者住宅を活用し、企業と連携した雇用体制の構築。」 

・新規就農者による農地取得の促進手法を検討。 

が挙げられる。 

 

次に、新戦略部会での検討項目を「基本方向５ 農業の応援団づくりと６次産業化の推進」

としている。 

ここでの主なポイントは、 

・既存事業の見直し又は充実で、より幅広い年代の方に参加いただける事業展開を検討。 

・事業の企画と情報発信の手法を見直し、町内外に対する町農業の魅力発信を強化し、農業
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の応援団づくりを推進。 

・主な町内農畜産物を網羅する６次産業化市町村戦略を策定するとともに、商品開発を試行

できる町内農畜産物加工施設の整備を検討し、６次産業化の取組者を支援。 

が挙げられる。 

 

次に、農業生産振興の支援については、「基本方向６  生産振興と加工事業への支援」

（P37～P40）としている。 

内容としては、 

・生産振興を直接的に担うＪＡめむろの第８期農業振興５カ年計画から抜粋して標記する

ことで、ＪＡめむろと密接に連携し、必要に応じて計画目標達成に向けた生産振興への側

面的支援を実施。 

することとしている。 

 

 このほか、概要版では省略しているが、計画書本文の、「５ 参考資料」（P41～P49）には、

計画策定の体制と経過と用語解説を掲載している。 

 

以上で「芽室町農業振興計画 2021」の説明を終わります。 

本計画策定に際し、長期間にわたり多くの貴重な御提言を賜り、ありがとうございました。 

 

佐々木課長：次第４報告事項についての説明は以上である。 

       

佐々木課長：これをもって芽室町農業振興計画策定検討会議第２回全体会議を閉会する。お

疲れさまでした。 

 

16：50 閉会 


